
社
会
科
学
上
の
解
釈
で
は
、
「
対
象
論
」
の
観
点
で
は
「
社
会
生
活
上
の
生
活
構
造
を
焦
点
と
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
窓
法
第
二
十
五

条
で
は
「
す
べ
て
の
国
民
は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
の
生
活
を
営
む
権
利
を
有
す
る
。
国
は
す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、
社
会

福
祉
、
社
会
保
障
お
よ
び
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
「
福
祉
」
と
は
「
社
会
生

活
の
福
祉
（
望
ま
し
い
状
態
）
」
と
し
て
の
意
味
を
有
し
、
狭
義
に
は
所
得
保
障
や
医
療
保
障
の
実
践
と
し
て
の
社
会
事
業
の
一
部
を
意

味
し
、
広
義
に
は
人
間
の
生
活
条
件
に
か
か
わ
る
一
切
の
社
会
事
業
を
意
味
す
を

こ
の
よ
う
な
現
代
的
解
釈
と
し
て
の
福
祉
の
定
義
が
、
そ
の
ま
ま
釈
尊
の
活
動
し
た
原
始
仏
教
期
の
行
為
と
符
合
す
る
こ
と
は
理
屈
あ

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
福
祉
」
と
は
、
語
義
か
ら
は
「
福
」
と
は
「
さ
い
わ
い
、
め
で
た
い
こ
と
、
し
あ
わ
せ
な
こ
と
、
と
み
、
み
ち
足
り
る
、
そ
な
わ
る
」

で
あ
り
、
「
祉
」
と
は
「
さ
い
わ
い
、
神
よ
り
授
か
る
幸
福
」
「
福
祉
」
と
は
「
さ
い
わ
い
、
仕
合
せ
、
幸
福
、
祥
福
」
を
意
味
す
る
こ
と

は
周
知
で
あ
る
。
ま
た
、
英
語
で
は
↑
署
の
扁
胃
の
ゞ
、
独
語
で
は
・
三
○
三
暦
風
．
、
両
語
義
か
ら
は
「
望
ま
し
い
状
態
、
満
足
で
き
る
状
態
」

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト

ま
え
が
き

ｌ
増
一
阿
含
第
四
十
に
つ
い
て
Ｉ

池
上
要

靖
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リ
ク

リ

ー
ー

①
聞
レ
如
し
是
。
一
時
佛
在
一
羅
閲
城
迦
蘭
陀
竹
園
所
一
・
與
二
大

リ

リ

ナ

比
丘
衆
五
百
人
一
倶
・
爾
時
羅
閲
城
中
有
二
一
比
丘
一
。
身
遇
二
疾

二
ス
ワ
テ

ラ
テ
ー

シ

テ

病
一
至
爲
二
困
悴
一
。
臥
大
小
便
不
ｃ
能
自
起
止
一
。
亦
無
二
比
丘
往

ス
ル
（
３
）
ノ
ヲ
テ

蛎
視
者
一
・
謹
夜
稲
二
佛
名
号
一
・
云
何
世
尊
濁
不
レ
見
レ
感
。
是

テ
ワ
リ

ノ
シ
ワ
シ
ス
ル
ヲ
二

時
如
來
以
二
天
耳
一
聞
三
彼
比
丘
穂
レ
怨
喚
呼
投
『
帰
如
來
一
。

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

わ
せ
の
よ
う
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
往
時
の
釈
尊
の
金
言
に
基
く
行
為
（
身
、
口
、
意
）
が
現
代
の
糖
神
的
な
支
柱
と
な
る
ケ
ー
ス
は

（
福
祉
に
限
ら
ず
）
多
々
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
今
日
ま
で
仏
陀
の
教
え
が
連
綿
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
と
い
え
る
。
こ
の
精
神
的
支
え

は
、
現
代
の
仏
教
者
が
行
う
社
会
活
動
の
規
範
た
り
え
る
か
ど
う
か
。
こ
の
点
を
釈
尊
の
言
行
に
求
め
る
な
ら
ば
、
「
慈
悲
」
や
「
菩
薩

行
」
と
い
う
個
的
な
活
動
の
規
範
と
し
て
認
識
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
漢
訳
増
一
阿
含
の
記
述
に
も
と
づ
き
原
始
仏
教
期
の
釈
尊
の
行
為
と
サ
ン
ガ
と
の
関
り
を
福
祉
的
面
か
ら
と
ら
え

て
、
解
析
を
試
み
る
。
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
は
、
そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
が
最
も
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
テ
ク
ス
ト
間
の
照

合
は
行
な
わ
な
い
。
よ
っ
て
漢
訳
資
料
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
用
い
壷

釈
尊
が
も
っ
と
も
顕
著
に
福
祉
的
行
為
を
行
っ
た
と
さ
れ
る
資
料
は
、
「
増
一
阿
含
」
巻
第
四
十
「
九
衆
生
居
品
第
四
十
四
」
の
「
病

の
比
丘
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
そ
の
漢
文
と
現
代
語
訳
を
示
す
。

病
の
比
丘
に
対
す
る
福
祉
と
し
て
の
行
為
（
相
互
扶
助
）
（
返
点
等
筆
者
）①

「
（
わ
た
し
は
）
こ
の
よ
う
に
聞
い
た
。
あ
る
時
仏
は
王
舎

城
の
竹
林
精
舎
に
大
比
丘
五
百
人
と
と
も
に
在
っ
た
。
そ
の

時
王
舎
城
の
中
に
一
人
の
比
丘
が
い
て
病
を
患
い
、
や
せ
衰

え
、
臥
し
た
ま
ま
で
大
小
便
を
し
、
自
分
で
起
き
る
こ
と
も

で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
行
き
来
す
る
比
丘
達
が
看
病
す
る
こ

(152)



ク

ニ
ニ
ト

シ
ヲ
ス

②
爾
時
世
尊
告
二
諸
比
丘
一
吾
與
二
汝
等
一
・
悉
案
。
行
諸
房
一
観
ニ

ヲ

ニ
テ
ク
シ
ノ

ー
ー

諸
住
虚
一
。
諸
比
丘
對
日
。
如
し
是
世
尊
。
是
時
世
尊
與
二
比
丘

卜
ヲ
シ
ノ
ヲ
ス

ニ
ー
ア
ノ
可
ヲ

僧
一
前
後
園
饒
。
諸
房
間
案
行
。
爾
時
病
比
丘
遙
見
二
世
尊
來
一
・

ス
ル
ニ

ト

号
〃
、
ソ

リ

ノ

即
欲
一
《
從
レ
座
起
一
而
不
ｃ
能
自
縛
揺
一
・
是
時
如
来
到
二
彼
比
丘

二
テ
ニ
ク

レ
ラ
ス
ル
可
ノ
テ
二

所
一
而
告
レ
之
日
「
止
止
比
丘
。
勿
二
自
動
韓
一
。
吾
自
有
し
坐
具

シ
ン
ス
ル
ヲ

足
得
し
坐
耳
。
」

テ
ノ
ワ
リ

ス

③
是
時
毘
沙
門
天
王
知
二
如
來
所
念
一
・
從
二
野
馬
世
界
一
没
。
來
『
｜

シ
二
二
シ
テ
ニ

テ
ノ

至
佛
所
一
頭
面
禮
足
在
二
一
面
一
立
・
是
時
穰
提
桓
因
知
二
如
來
心

ヲ

ス
ニ

テ
ノ
ノ

中
所
念
一
。
即
來
ゴ
至
佛
所
一
。
梵
天
王
亦
復
知
二
如
來
心
中
所

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

②
そ
し
て
世
尊
は
比
丘
達
に
「
私
は
あ
な
た
達
と
と
も
に
諸
房

を
観
て
回
ろ
う
。
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
比
丘
達
は
「
世
尊
、
そ

う
し
ま
し
ょ
う
。
」
と
答
え
た
。
世
尊
は
比
丘
達
に
囲
ま
れ
諸

房
を
巡
回
し
た
。
そ
の
と
き
病
の
比
丘
は
遙
に
世
尊
が
来
ら
れ

る
を
見
て
、
自
力
で
起
き
よ
う
と
し
た
が
転
ん
で
出
来
な
か
っ

た
。
如
来
は
こ
の
比
丘
の
と
こ
ろ
に
至
っ
て
「
止
め
な
さ
い
、

無
理
を
せ
ず
に
。
私
は
（
自
分
の
）
座
具
を
敷
い
て
座
り
ま
し
ょ

う
。
」
と
申
さ
れ
た
。

と
も
な
か
っ
た
。
（
病
の
比
丘
は
）
昼
夜
に
仏
の
御
名
を
称
え
た
。

「
ど
う
し
て
世
尊
は
孤
独
な
（
私
を
）
憐
れ
ん
で
看
て
く
れ
な

い
の
か
」
と
。
こ
の
と
き
如
来
は
天
耳
に
よ
り
、
か
の
比
丘
が

怨
み
を
称
え
、
如
来
に
（
身
を
）
ま
か
せ
る
叫
び
を
聞
か
れ
た
。

③
こ
の
と
き
毘
沙
門
天
王
は
如
来
の
心
中
を
察
し
て
ヤ
マ
世
界

か
ら
仏
の
所
に
至
り
頭
面
を
濯
足
し
、
一
面
に
立
っ
た
。
糯
提

桓
因
も
、
梵
天
王
も
、
四
天
王
も
同
じ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
か
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ハ
テ
ノ

ク
ノ
ハ
ヤ
可
ヤ

可

④
是
時
佛
告
二
病
比
丘
一
日
。
汝
今
患
苦
有
し
損
不
レ
至
レ
増
乎
。

ク
ノ
ハ
ニ
ス

》
ア
ス
・
ン
ト

ク

比
丘
對
日
。
弟
子
患
苦
遂
増
不
し
損
。
極
爲
レ
少
し
頼
者
。
佛
告
ニ

ー
ー

ハ
ノ
ス
ヲ
ノ
テ
ス

ク
ニ
ク

比
丘
一
。
職
病
人
今
爲
二
所
在
一
何
人
來
相
職
覗
。
比
丘
日
し
佛
言
。

テ
ニ
キ
ナ
リ

ス
ル
可

ク
ニ

ニ
ル

今
遇
二
此
病
一
無
二
人
相
職
硯
一
也
。
佛
告
二
比
丘
一
。
汝
昔
日
未
レ

ニ
ル
テ
ス
ル
ヤ
ニ

テ
ニ
ク

『
ア

病
之
時
。
頗
往
間
『
訊
病
人
一
乎
。
比
丘
白
し
佛
言
。
不
三
往
問
弐
一

ノ
ニ

ク
ニ

シ
、

ノ
二

訊
諸
病
人
一
。
佛
告
二
比
丘
一
・
汝
今
無
し
有
善
『
利
於
正
法
中
一
・

一
一

テ
テ

ヲ

レ

所
引
以
然
一
者
。
皆
由
し
不
三
往
贈
引
覗
病
一
故
也
。
汝
今
比
丘
勿
レ

可
ヲ
二

。
ン

ケ
ク

ノ

懐
二
恐
催
一
。
當
二
躬
供
養
令
厩
不
し
有
し
之
。
如
二
我
今
日
一
天
上
人

、
ン
可

ス
ノ
ヲ

ニ
ハ
ス

中
濁
歩
無
し
侶
。
亦
能
贈
司
覗
一
切
病
人
一
・
無
二
救
護
一
者
與
作
ニ

ヲ

ニ
ハ
リ
ワ
フ
ノ
ワ

ハ
ニ
フ
ー
テ

救
護
一
。
盲
者
與
作
二
眼
目
一
救
二
諸
疾
人
一
。
是
時
世
尊
。
自
除
ニ

ヲ
ニ
リ
ヲ

不
淨
一
更
與
敷
一
坐
具
一
。

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

ヲ
リ

・
ン

一

一

ワ
シ
テ
ニ
ス

念
一
・
從
二
梵
天
一
没
來
ゴ
至
佛
所
一
。
頭
面
禮
足
在
二
一
面
一
立
・

一
一

テ
ノ
ノ
ワ

シ
ニ
ヲ
シ
テ

時
四
天
王
知
二
如
來
心
中
所
念
一
・
來
二
至
佛
所
一
頭
面
禮
足
在
二

二
ス

ー
面
一
立
。

④
こ
の
と
き
仏
は
病
の
比
丘
に
「
今
あ
な
た
の
病
気
の
患
い
は

減
っ
て
い
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
増
え
て
い
ま
す
か
。
」
と
申
さ

れ
た
。
病
の
比
丘
は
「
私
の
患
い
の
苦
し
み
は
増
え
こ
そ
す
れ

減
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
頼
れ
る
も
の
も
お
り
ま
せ
ん
。
」
と
。

仏
は
比
丘
に
「
看
病
人
は
今
ど
こ
に
い
ま
す
か
、
何
人
で
看
病

し
て
い
る
の
で
す
か
。
」
と
訊
か
れ
た
。
比
丘
は
仏
に
「
今
病

気
に
な
っ
て
も
看
病
し
て
く
れ
る
人
は
い
ま
せ
ん
。
」
と
答
え

た
。
仏
は
比
丘
に
「
あ
な
た
が
ま
だ
元
気
だ
っ
た
頃
、
病
人
の

も
と
に
行
き
具
合
を
訊
ね
ま
し
た
か
。
」
と
訊
か
れ
た
。
比
丘

は
仏
に
「
諸
の
病
人
の
も
と
に
行
き
具
合
を
訊
ね
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
」
と
答
え
た
。
仏
は
比
丘
に
「
正
法
の
中
の
善
い

利
益
が
あ
な
た
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
な
ら
往
来
す
る
皆
が

（
あ
な
た
の
）
病
気
を
看
よ
う
と
し
な
い
か
ら
で
す
。
比
丘
よ
、

ら
仏
の
所
に
至
り
頭
面
を
職
足
し
て
一
面
に
立
っ
た
。

(I54)



ナ
ニ
ク

ラ
二

⑤
是
時
毘
沙
門
天
王
及
穰
提
桓
因
白
レ
佛
言
。
我
等
自
當
レ
職
》

ノ
ワ

レ
、
ヲ
｜
ア
ニ
ク

ク

此
病
比
丘
一
。
如
來
勿
二
復
執
ロ
勢
。
佛
告
二
諸
天
一
日
。
汝
等
且

ネ
ハ
ラ
ニ
ワ
ク
ラ
ニ
ヲ
タ

ヲ
ス

止
・
如
來
自
當
レ
知
レ
時
。
如
レ
我
自
憶
二
昔
日
一
未
し
成
一
佛
道
一
修
一
》

ヲ
ル
カ
二
二
ラ
ス
ヲ
カ

テ
ヲ

菩
薩
行
一
・
由
二
一
鵠
一
故
自
投
二
命
根
一
。
何
況
今
日
以
レ
成
二
佛

ヲ
ニ
ラ
ノ
ヲ

ハ
二

道
一
・
當
レ
捨
二
此
比
丘
一
乎
。
終
無
二
此
虚
一
。
又
糯
提
桓
因
先
不
レ

ノ
ヲ

ハ

セ

職
二
此
病
比
丘
一
。
毘
沙
門
天
王
護
世
之
主
。
亦
不
二
相
職
覗
一
・

ト
シ
テ
七

是
時
穰
提
桓
因
及
毘
沙
門
天
王
。
皆
黙
然
不
レ
對
・

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

⑤
こ
の
と
き
毘
沙
門
天
王
、
糯
提
桓
因
は
仏
に
「
私
達
は
こ
の

病
比
丘
を
看
ま
す
。
如
来
が
（
こ
の
よ
う
な
）
労
を
す
る
こ
と

が
な
き
よ
う
に
。
」
と
い
わ
れ
た
。
仏
は
諸
天
に
「
あ
な
た
達

お
止
め
な
さ
い
。
如
来
は
自
分
の
（
す
る
べ
き
）
時
を
知
っ
て

い
ま
す
。
私
が
ま
だ
佛
道
を
完
成
せ
ず
、
菩
薩
の
行
を
修
し
て

い
た
昔
、
一
羽
の
鳩
を
助
け
よ
う
と
自
分
の
命
を
投
げ
出
し
た

こ
と
を
思
い
起
し
た
。
仏
道
を
完
成
し
た
今
、
ど
う
し
て
こ
の

比
丘
を
見
捨
て
て
お
け
よ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
状
態
を
な
く
さ

ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
稗
提
桓
因
は
以
前
に
こ
の
病
の
比
丘

恐
れ
を
い
だ
く
な
か
れ
、
ま
さ
に
私
自
身
が
（
あ
な
た
に
）
供

養
し
て
（
あ
な
た
が
）
空
し
く
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
今

日
の
よ
う
な
と
き
、
私
が
天
の
上
人
の
中
に
伴
が
無
く
独
り
歩

き
、
ま
た
能
く
一
切
の
病
人
を
看
病
し
救
護
無
い
も
の
に
は
救

護
を
し
て
、
視
力
の
不
自
由
な
人
に
は
目
と
な
り
、
諸
の
病
人

を
救
う
。
」
と
申
さ
れ
、
世
尊
は
自
分
で
汚
れ
を
除
か
れ
、
座

具
を
敷
か
れ
た
。
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ハ
ニ
テ
ヲ
ス
ヲ

ス
ヲ

⑥
爾
時
如
來
手
執
二
掃
彗
除
去
汚
泥
。
更
施
．
設
坐
具
一
・
復

一
ナ
ヰ
ケ

テ
ノ
ヲ
ム
テ
二

與
涜
二
衣
裳
一
三
法
規
之
扶
二
病
比
丘
一
令
下
坐
二
浄
水
一
沐
浴
上
。

リ

テ
ニ
テ
ワ
グ
ワ
ニ
テ

ヲ

有
下
諸
天
在
し
上
以
二
香
水
一
潅
も
之
。
是
時
世
尊
以
一
沐
。
浴
比
丘
一

テ
シ
ノ
ニ
ラ
ク
ワ

巳
。
還
坐
二
床
上
一
手
自
授
レ
食
。

テ
ノ
ヲ
シ
ヲ
テ
ノ
ー
ク

⑦
爾
時
世
尊
見
二
比
丘
食
詑
一
除
芸
器
一
・
告
二
彼
比
丘
一
日
。
汝

一

一

ヲ

一

一

一
一

ハ
叩
〃

今
當
レ
捨
二
三
世
之
病
一
・
所
司
以
然
一
者
。
比
丘
當
レ
知
。
生
有
二
庭

テ
ニ
リ

レ
ハ

ス
テ
ニ
リ

胎
之
厄
一
。
因
し
生
有
し
老
・
夫
爲
レ
老
者
形
願
氣
錫
。
因
し
老
有
し

し
ハ
ワ

シ
シ
シ

ス
二

病
。
夫
爲
レ
病
者
。
坐
臥
坤
吟
四
百
四
病
一
時
倶
藻
。
因
レ

ニ
リ

レ
ハ
ヲ
ト
ト
ハ
シ
ス
ト
ト
ニ
エ
ハ

病
有
し
死
。
夫
爲
レ
死
者
。
形
神
分
離
往
却
趣
善
悪
一
・
設
罪
多

ハ
ニ
ル
ニ
ノ
ノ
ノ
ノ

ス
ワ

者
當
レ
入
二
地
獄
一
。
刀
山
剣
樹
。
火
車
艫
炭
。
呑
．
飲
融
銅
一
・

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

⑦
そ
の
と
き
世
尊
は
比
丘
の
食
事
が
詑
わ
る
を
見
て
鉢
器
を
除

去
し
て
比
丘
に
告
げ
ら
れ
た
。

「
あ
な
た
は
今
三
世
の
病
を
捨
て
る
べ
き
で
す
。
な
ぜ
か
と
い

え
ば
、
出
生
は
苦
し
み
で
あ
り
、
生
に
因
っ
て
老
い
が
あ
り
、

老
い
れ
ば
姿
や
つ
れ
、
気
力
失
せ
る
。
老
い
に
因
っ
て
病
あ
り
、

病
に
な
る
と
起
居
に
な
げ
き
、
四
百
四
病
一
時
に
集
る
。
病
に

⑥
そ
の
と
き
如
来
は
手
に
箒
を
取
っ
て
汚
物
を
除
き
、
さ
ら
に

座
具
を
設
け
、
比
丘
に
濯
い
だ
衣
を
与
え
た
。
三
法
こ
れ
を
見

て
、
病
の
比
丘
を
扶
け
て
坐
ら
せ
、
浄
水
に
沐
浴
さ
せ
る
と
、

諸
天
は
上
に
在
っ
て
香
水
を
比
丘
に
潅
い
だ
。
そ
し
て
世
尊
は

比
丘
を
沐
浴
さ
せ
已
っ
て
、
も
ど
っ
て
床
の
上
に
坐
し
自
ら
の

手
で
食
事
を
授
け
ら
れ
た
。

を
看
な
か
っ
た
。
世
界
の
守
護
主
た
る
毘
沙
門
天
王
も
看
病
を

し
な
か
っ
た
。
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
漂
提
桓
因
、
毘
沙
門
天
王
、

皆
黙
然
と
し
て
応
え
な
か
っ
た
。
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ハ
テ
ト
ー
ノ
ル

ハ
テ
ワ
ハ
ワ

テ

或
爲
二
畜
生
一
爲
レ
入
所
し
使
・
食
以
二
劉
草
一
受
し
苦
無
量
。
復
於
下

二
ス
ノ

シ
テ

不
し
可
二
穂
計
一
無
數
劫
中
上
作
二
餓
鬼
形
一
・
身
長
數
十
由
旬
咽
細

シ
ノ
テ
ワ
ク
ニ

シ
ノ
ー

如
レ
針
。
復
以
二
融
銅
一
而
灌
二
其
口
一
。
経
．
暦
無
數
劫
中
一
得
レ

ワ
ト

ス
ル

室
ア

ー
ー

作
二
人
身
一
・
傍
苔
拷
掠
不
レ
可
二
穂
計
一
。
復
於
二
無
數
劫
中
一
得
レ

ス
ル
ヲ
ニ

ナ

ワ

フ

ニ
ス
ト

生
二
天
上
一
。
亦
経
二
恩
愛
合
會
一
。
又
遇
二
恩
愛
別
離
一
。
欲
し
無
一
》

ス
ル
可
ナ

ヲ
チ
ル
ワ
テ

ル

厭
足
一
。
得
二
賢
聖
道
一
爾
乃
離
し
苦
・
今
有
二
九
種
之
人
一
離
二
於

ワ

ス
△
卜

苦
患
一
。
云
何
爲
レ
九
。
所
謂
向
阿
羅
漢
・
得
阿
羅
漢
。
向
阿
那

含
・
得
阿
那
含
。
向
斯
陀
含
・
得
斯
陀
含
。
向
斯
陀
疸
・
得
斯

ス
ト
ク

ノ
セ
ル
ハ
タ
ス
ト

陀
疸
。
種
性
人
爲
レ
九
・
是
謂
下
比
丘
如
来
出
‐
現
世
間
甚
爲
レ
難
し

可
ハ
・
ン
可
レ
ハ

ー
ー

シ
、

値
。
人
身
難
得
。
生
二
正
國
中
一
・
亦
復
難
し
遇
。
與
二
善
知
識
一

ス
ル
モ
シ
ノ
ク
ハ
ノ
ワ

ト
ノ
ス
ル

相
遇
亦
復
如
し
是
。
聞
二
説
法
言
一
亦
不
レ
可
し
遇
。
法
法
相
生
時

ハ
ニ
ノ
ニ
ワ
ワ

時
乃
有
。
比
丘
當
レ
知
如
来
今
日
現
在
世
間
得
し
聞
二
正
法
一
・

ハ

ス
ヲ
ノ
ヲ

シ
可

諸
根
不
レ
鉄
堪
。
任
聞
二
其
正
法
一
。
今
不
二
感
勉
一
後
悔
無
し
及
。

ハ
レ

ナ
リ

此
是
我
之
教
誠
。

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

よ
っ
て
死
あ
り
、
死
せ
る
者
は
身
体
と
こ
こ
ろ
が
離
れ
、
善
と

悪
と
へ
赴
く
。
も
し
罪
が
多
け
れ
ば
地
獄
に
入
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
刀
の
山
剣
の
林
、
炭
火
の
車
、
溶
け
た
銅
を
飲
ま
さ
れ
、

或
い
は
畜
生
と
な
り
人
に
使
わ
れ
飼
葉
を
食
す
。
無
量
の
苦
を

受
け
る
。
ま
た
、
数
え
ら
れ
な
い
長
い
時
の
中
で
餓
鬼
の
姿
と

な
り
、
数
十
由
旬
の
身
長
あ
っ
て
咽
喉
の
細
さ
は
針
の
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
溶
け
た
銅
を
口
か
ら
飲
ま
さ
れ
、
数
え
ら
れ
な

い
長
い
時
の
間
を
過
ぎ
て
人
身
を
得
て
も
、
鞭
で
打
た
れ
る
こ

と
計
り
知
れ
な
い
。
ま
た
、
数
え
ら
れ
な
い
長
い
時
を
過
ぎ
て

天
上
に
生
ま
れ
て
も
、
愛
別
離
苦
に
遭
い
満
足
す
る
こ
と
な
く

欲
す
る
。
賢
聖
道
を
得
れ
ば
た
ち
ま
ち
苦
を
離
れ
る
。
こ
の
道

に
九
種
の
人
あ
っ
て
苦
し
み
患
い
を
離
れ
る
。
何
を
以
っ
て
九

と
な
す
の
か
。
い
わ
ゆ
る
向
阿
羅
漢
・
得
阿
羅
漢
・
向
阿
那
含
・

得
阿
那
含
・
向
斯
陀
含
・
得
斯
陀
含
・
向
須
陀
含
・
得
須
陀
含
・

種
性
の
人
を
九
と
な
す
。
比
丘
よ
、
如
来
が
世
に
出
現
す
る
こ

と
は
と
て
も
遭
い
難
い
。
人
身
を
得
る
こ
と
も
、
（
仏
の
）
正

し
い
国
に
生
ま
れ
る
こ
と
も
遭
い
難
い
。
善
知
識
と
遭
う
こ
と
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ノ
ワ
テ
テ
ス
ワ

ー
ー

③
爾
時
彼
比
丘
聞
二
如
來
教
一
已
熟
硯
二
尊
顔
一
。
即
於
二
座
上
一

ワ

ク
ニ
テ

ワ

得
二
三
明
漏
謹
意
解
一
・
佛
告
二
比
丘
一
汝
以
解
二
病
之
原
本
一
乎
・

ク
ニ
テ
ス

ワ

ス

ワ

比
丘
白
し
佛
・
我
以
レ
解
二
病
之
原
本
一
。
去
引
離
此
生
老
病
死
一
・

ノ
ノ
ル
テ

ヲ
ス
ヲ

皆
是
如
來
神
力
所
し
加
。
以
二
四
等
之
心
一
覆
。
護
一
切
一
・
無
量

ニ
シ
テ

ハ
ナ
リ

ハ
ノ
ヲ
テ

無
限
不
し
可
二
穂
計
一
・
身
口
意
淨
。
是
時
世
尊
具
足
説
し
法
已

リ
テ
ス

即
從
レ
座
起
而
去
。

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

③
そ
の
と
き
彼
の
病
の
比
丘
は
如
来
の
教
え
を
聞
き
お
え
て
、

よ
く
よ
く
（
如
来
の
）
尊
顔
を
見
る
と
、
た
ち
ま
ち
に
座
し
た

ま
ま
で
三
明
を
得
て
、
煩
悩
が
尽
き
心
が
解
脱
し
た
。
仏
は
比

丘
に
「
あ
な
た
は
病
の
根
本
を
了
知
し
た
の
か
。
」
と
聞
か
れ

た
。
比
丘
は
仏
に
「
わ
た
し
は
す
で
に
病
の
根
本
を
了
知
し
、

生
老
病
死
を
離
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
如
来
の
神
力
が
加
え
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
を
等
し
く
慈
愛
さ
れ
る
心
で
包
ま

れ
る
こ
と
は
、
無
湿
無
辺
で
数
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
身
体
、
言
葉
、
心
す
べ
て
清
浄
で
す
。
」
こ
の
と
き
に
世

尊
は
法
を
説
き
終
っ
て
、
座
を
立
ち
離
れ
ら
れ
た
。

も
同
様
で
あ
る
。
法
を
説
く
言
葉
を
聞
く
機
会
も
得
ら
れ
な
い
。

法
と
法
の
特
性
が
現
れ
る
に
は
時
が
関
係
し
て
い
る
。
比
丘
よ
、

知
り
給
え
。
如
来
は
今
こ
こ
に
い
る
の
で
、
（
そ
の
）
正
法
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
。
（
あ
な
た
の
）
身
体
の
諸
器
官
は
整
い
、

如
来
の
正
法
を
聞
く
に
ふ
さ
わ
し
い
今
、
心
を
傾
け
な
け
れ
ば

後
に
悔
い
て
も
及
ば
な
い
。
こ
れ
が
私
の
教
え
で
あ
る
。
」
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テ
ニ
テ
ニ
ス

ク

⑩
爾
時
世
尊
往
『
至
講
堂
所
一
就
レ
座
而
坐
。
爾
時
世
尊
告
二
諸
比

一

一

ハ
ニ
ル
ル

ワ

ヤ

丘
一
。
汝
等
學
道
爲
レ
畏
二
國
王
盗
賊
一
而
出
家
乎
。
比
丘
。
信
堅

シ
テ
シ

ヲ
シ
ト
，
可
ワ

ス
ト

固
修
二
無
上
梵
行
一
欲
し
得
し
捨
二
生
老
病
死
憂
悲
苦
悩
一
亦
欲
レ
離
二

テ
ク
シ

ク

一
一

十
二
牽
連
一
・
諸
比
丘
對
日
如
し
是
世
尊
。
佛
告
二
諸
比
丘
一
。
汝

ハ
ノ

ー
ー

ノ

ニ
ノ
ス

等
所
政
出
家
一
者
。
共
一
師
同
一
水
乳
。
然
各
不
一
》
相
聡
覗
一
・

ラ
リ
テ
ニ
ニ

ハ
ノ
ー
ハ

》
一

自
今
已
往
常
一
展
郷
相
贈
硯
一
・
設
病
比
丘
無
一
弟
子
一
者
。
常
下

コ
ア
二
画
テ
ニ

ワ

ョ
ア
ワ
テ
二

於
一
衆
中
一
差
し
次
使
中
看
病
人
上
。
所
政
然
一
者
。
離
し
此
巳
更
不
レ

ワ
ハ
ワ
ル
ー
ヲ

ノ
ハ

ニ
ヲ

見
三
所
爲
レ
之
虚
福
ｃ
勝
し
硯
病
之
人
一
者
。
其
峻
病
者
一
贈
し
我

シ
可

ク
ヲ

無
し
異
。
爾
時
世
尊
便
説
一
斯
偶
一
・

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

テ
ニ
ク

テ
ワ

ノ
ス

⑨
爾
時
世
尊
告
二
阿
難
一
日
汝
今
速
打
二
健
椎
一
。
諸
有
比
丘
在
二

二
ワ

ス

ー

ー

ハ
リ
ケ
ヲ

羅
閲
城
一
者
。
蓋
二
集
普
會
講
堂
一
．
是
時
阿
難
從
レ
佛
受
レ
教
即

メ

ヲ
ス

ニ
ニ
ー
ア
ニ
ケ
ク

ス

集
二
諸
比
丘
一
在
二
普
會
講
堂
一
・
前
白
し
佛
言
。
比
丘
已
レ
集
。
唯

シ
ノ

願
世
尊
。
宜
レ
知
二
是
時
一
。

⑩
そ
れ
か
ら
世
尊
は
講
堂
に
至
っ
て
座
す
べ
き
所
に
坐
し
、
世

尊
は
比
丘
達
に
「
仏
道
を
志
し
た
あ
な
た
達
は
、
国
王
や
盗
賊

を
畏
れ
た
た
め
に
出
家
し
た
の
で
す
か
。
あ
な
た
た
ち
は
仏
の

教
え
を
固
く
信
じ
、
こ
の
上
な
い
清
浄
な
行
を
修
め
、
生
老
病

死
・
憂
悲
苦
悩
や
十
二
の
束
縛
を
捨
て
た
い
と
願
っ
た
か
ら
で

は
な
い
の
で
す
か
。
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
比
丘
達
は
「
世
尊
、

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。
」
と
答
え
た
。
仏
は
、
比
丘
達
に

「
あ
な
た
達
が
出
家
し
た
理
由
は
、
皆
同
じ
一
人
を
師
と
し
同

じ
教
え
を
受
け
、
供
に
生
活
す
る
こ
と
で
は
な
い
の
か
、
な
ら

⑨
そ
の
と
き
に
世
尊
は
阿
難
に
「
阿
難
、
す
ぐ
に
椎
木
の
磐
を

打
っ
て
、
こ
の
王
舎
城
に
い
る
比
丘
達
を
普
會
講
堂
に
集
め
な

さ
い
。
」
と
言
わ
れ
た
。
こ
の
と
き
阿
難
は
仏
か
ら
教
え
を
受

け
て
、
そ
れ
か
ら
比
丘
達
を
集
め
て
普
會
講
堂
に
在
っ
た
。
阿

難
は
仏
の
も
と
に
進
ん
で
「
比
丘
達
は
す
で
に
集
ま
り
ま
し
た
。

世
尊
願
わ
く
ば
（
出
ら
れ
る
）
時
が
参
り
ま
し
た
。
」
と
言
っ

た
。

(I59)



ワ
テ
ナ
ニ
ク

⑪
爾
時
世
尊
説
一
此
教
一
已
告
二
阿
難
一
日
。
自
今
已
後
諸
比
丘
各

ス

ニ
ス
ヲ

各
相
鯖
覗
。
若
復
比
丘
知
二
而
不
ロ
爲
者
當
ｃ
案
法
律
一
。
此
是
我

テ
ノ
ワ

シ
ス

之
教
誠
。
爾
時
諸
比
丘
聞
二
佛
所
説
一
。
歓
喜
奉
行
。
」

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）

ハ

ヲ

設
有
レ
供
司
養
我
及
過
去
諸
佛
｝

ん
ニ
ハ

ニ
シ

施
し
我
之
福
徳
贈
病
而
無
し
異

ぱ
ど
う
し
て
互
い
に
看
病
を
し
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
只
今
か
ら

（
考
え
を
）
変
え
て
互
い
に
看
病
し
合
い
な
さ
い
。
も
し
、
弟

子
の
い
な
い
病
の
比
丘
あ
れ
ば
、
比
丘
衆
の
中
で
順
序
を
決
め

て
病
人
を
看
病
し
な
さ
い
。
そ
の
理
由
は
、
病
が
完
治
す
れ
ば
、

あ
ら
ゆ
る
積
ま
れ
た
福
の
中
で
、
病
人
を
み
る
こ
と
に
勝
れ
る

も
の
は
無
い
。
病
の
人
を
看
る
事
（
の
福
徳
）
は
私
（
仏
）
を

看
る
事
と
異
な
る
こ
と
は
無
い
。
」
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

世
尊
は
次
の
偶
を
説
か
れ
た
。

も
し
我
と
過
去
の
諸
仏
に

供
養
す
る
者
あ
れ
ば

我
等
に
施
す
福
徳
は

看
病
（
の
福
徳
）
に
異
な
る
こ
と
無
し
。

⑪
そ
の
と
き
世
尊
は
こ
の
教
え
を
説
き
已
っ
て
阿
難
に
「
今
か

ら
比
丘
達
は
、
互
い
に
看
病
し
な
さ
い
。
も
し
、
ま
た
比
丘
が

こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
な
が
ら
（
看
病
を
）
為
さ
な
い
な
ら
ば
、

法
律
（
戒
律
）
を
考
え
な
さ
い
。
こ
れ
は
私
の
教
戒
で
あ
る
。
」
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⑩
再
発
防
止
の
処
塔

以
下
、
こ
れ
ら
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
つ
い
て
一
々
に
検
討
を
加
え
る
。

①
の
大
小
便
に
ま
み
れ
た
病
比
丘
の
発
生
を
ど
の
よ
う
に
し
て
釈
尊
は
認
知
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
「
天
耳
」
を
以
っ
て

病
の
比
丘
が
如
来
を
呼
ぶ
声
を
聞
い
た
、
と
あ
る
。
通
常
の
動
作
で
は
測
り
が
た
い
場
面
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
②
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
へ
の
布

原
始
仏
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の
福
祉
行
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に
関
す
る
原
典
研
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ノ
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「
増
一
阿
含
経
」

①
病
比
丘
の
琴

②
房
舎
を
巡
同

③
諸
天
の
飛
幸

④
病
比
丘
の
一

⑤
諸
天
へ
の
池

⑥
清
掃
、
食
壼

⑦
カ
ウ
ン
セ
叩

⑧
病
比
丘
の
古

⑨
サ
ン
ガ
構
龍

⑩
啓
発
行
動
。

清
掃
、
食
事

房
舎
を
巡
回

諸
天
へ
の
叱

病
比
丘
の
病

病
比
丘
の
自

サ
ン
ガ
構
成

（
増
一
阿
含
巻
四
十
、
大
正
蔵
二
巻
、
七
六
六
頁
中
’
七
頁
中
）
と
告
げ
ら
れ
た
。
そ
の
と
き
比
丘
達
は
、
仏
の
説
か
れ
た
教
え

を
聞
い
て
、
歓
喜
し
た
。

「
増
一
阿
含
経
」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
が
示
す
内
容
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

）
病
比
丘
の
発
生
と
そ
の
認
知
。

に
つ
い
て
の
介
助
活
動
。

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
。

、

諸
天
の
飛
来
。

責
。 状
と
周
囲
の
現
状
把
握
。

覚
。員の

召
集
。

病
比
丘
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
。
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石
と
し
て
は
有
効
で
あ
る
。
集
団
生
活
の
中
で
は
、
絶
え
ず
不
測
の
場
合
を
予
期
す
る
心
構
え
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。

②
は
①
の
認
知
を
受
け
て
、
釈
尊
と
そ
の
周
り
の
比
丘
（
お
そ
ら
く
は
阿
難
な
ど
の
長
老
格
の
比
丘
）
達
と
諸
房
を
巡
回
し
、
病
の

比
丘
を
発
見
し
て
、
傍
ら
に
行
き
、
病
比
丘
に
無
理
を
し
な
い
よ
う
に
言
わ
れ
た
。
こ
の
行
為
の
ポ
イ
ン
ト
は
集
団
巡
回
と
病
比
丘
へ
の

語
り
で
あ
る
。
集
団
巡
回
は
よ
り
多
く
の
比
丘
に
病
に
倒
れ
た
同
行
の
仲
間
が
い
る
こ
と
を
認
知
さ
せ
、
そ
の
状
態
を
把
握
さ
せ
、
ま
た

さ
ま
ざ
ま
な
事
態
に
素
早
く
対
処
す
る
に
は
「
待
つ
」
こ
と
よ
り
も
「
巡
る
」
こ
と
の
方
が
は
る
か
に
有
効
で
あ
る
。
病
に
倒
れ
た
比
丘

に
語
り
か
け
る
最
初
の
言
葉
も
重
要
で
あ
る
。
無
理
に
体
を
起
こ
そ
う
と
し
て
も
起
き
ら
れ
な
い
比
丘
に
、
威
圧
的
で
な
く
、
や
さ
し
く

第
一
声
を
発
し
て
い
る
様
子
が
覗
わ
れ
る
。

③
は
毘
沙
門
天
な
ど
が
釈
尊
の
思
い
を
察
し
て
天
よ
り
飛
来
す
る
場
面
で
あ
る
。
実
際
に
は
あ
り
得
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
逆
に
こ

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
重
要
性
を
増
幅
さ
せ
る
設
定
と
理
解
で
き
る
。

④
は
具
体
的
な
看
護
活
動
の
は
じ
め
に
、
問
診
を
し
て
い
る
様
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
内
容
は
、
疾
患
の
状
態
把
握
と
生
活
環
境
の
把

握
、
そ
し
て
何
故
こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
っ
た
か
と
い
う
現
状
説
明
、
釈
尊
自
身
の
病
比
丘
に
対
す
る
心
構
え
を
明
ら
か
に
し
て
、
介
助

活
動
へ
の
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
病
比
丘
が
他
の
比
丘
を
怨
ま
な
い
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に
陥
っ
た
の
は
過
去
の
自
分

の
行
動
に
よ
っ
て
で
あ
る
こ
と
を
釈
尊
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
と
、
釈
尊
自
身
が
病
比
丘
を
看
る
と
き
の
心
構
え
を
本
人
に
語
る
こ
と
で
、

病
比
丘
の
疑
心
を
解
こ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

⑤
は
釈
尊
が
看
病
を
始
め
る
ま
で
は
諸
天
は
こ
の
病
比
丘
を
見
放
し
て
い
た
こ
と
を
釈
尊
が
叱
責
す
る
。
こ
の
パ
ラ
グ
ラ
フ
は
、
法

の
外
護
者
た
る
神
々
な
る
が
ゆ
え
非
道
義
的
（
非
倫
理
的
）
な
振
る
舞
い
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
釈
尊
に

同
行
し
た
比
丘
た
ち
に
対
し
て
も
警
鐘
を
与
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
「
こ
の
よ
う
な
状
態
を
な
く
さ
ね
ば
い
け
な
い
。
」
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丘
達
に
召
集
を
か
け
て
い
る
。

と
い
う
あ
る
種
の
悲
壮
感
さ
え
う
か
が
わ
れ
る
表
現
に
み
ら
れ
る
。

⑥
で
は
釈
尊
が
実
際
に
行
っ
た
介
助
活
動
の
内
容
が
み
て
と
れ
る
。
第
一
に
は
、
病
比
丘
の
身
辺
の
清
拭
行
動
で
汚
物
な
ど
の
除
去
、

第
二
は
衣
類
の
着
替
え
と
洗
濯
、
第
三
に
は
沐
浴
動
作
の
介
助
、
第
四
に
は
食
事
の
介
助
で
あ
る
。
現
代
の
介
護
福
祉
に
必
要
な
高
度
な

教
育
を
受
け
ら
れ
な
い
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
基
本
的
な
介
助
行
動
と
し
て
は
申
し
分
な
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

⑦
は
メ
ン
タ
ル
な
部
分
で
の
ケ
ア
活
動
と
受
け
取
れ
る
。
第
一
に
「
食
事
後
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
病
比
丘
が
必
要
な
栄
養
を
摂
取

で
き
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
見
極
め
た
上
で
の
行
動
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
と
も
言
え
る
こ
の
内
容
は
、

病
比
丘
が
こ
う
し
た
事
態
を
引
き
起
こ
し
た
原
因
が
、
実
は
自
分
に
あ
る
こ
と
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
に
、
「
苦
」
の
解
説
か
ら
病
の
種
類
、

そ
し
て
死
後
に
行
き
着
く
善
処
・
悪
処
の
内
容
を
細
か
に
教
え
、
正
し
い
道
と
は
何
か
、
に
つ
い
て
語
り
、
病
に
よ
っ
て
修
行
途
中
で
頓

挫
し
そ
う
な
比
丘
に
、
一
つ
に
心
を
傾
注
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。
や
や
も
す
れ
ば
病
で
あ
る
こ
と
を
口
実
に
、
す
べ
て
の
責
任

を
他
に
置
き
換
え
よ
う
と
す
る
比
丘
の
心
の
部
分
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
病
比
丘
の
偏
見
を
払
拭
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

③
は
諭
さ
れ
た
病
比
丘
自
身
の
内
面
の
観
察
が
記
さ
れ
て
い
る
。
修
行
者
が
自
己
観
察
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
心

身
の
回
復
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
様
子
を
「
身
口
意
浄
」
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
に
、

心
、
言
葉
、
身
体
の
三
業
が
充
実
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
病
比
丘
の
患
い
は
無
く
な
っ
た
と
解
釈
で
き
る
。

⑨
は
③
ま
で
が
病
比
丘
に
対
す
る
個
人
的
な
ケ
ア
活
動
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
事
例
と
し
て
サ
ン
ガ
の
中
で
普
遍
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
病
は
い
つ
か
、
誰
か
に
予
期
で
き
ず
に
必
ず
起
こ
り
う
る
か
ら
、
そ
の
予
防
行
動
の
た
め
に
、
当
時
マ
ガ
ダ
国
の
王
舎
城
に
い
た
比

⑩
は
⑨
で
集
め
ら
れ
た
比
丘
達
に
向
か
っ
て
釈
尊
が
、
出
家
の
目
的
で
あ
る
あ
ら
ゆ
る
束
縛
か
ら
の
解
脱
を
確
認
し
、
そ
の
目
的
に
向

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
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上
）
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か
っ
て
努
力
す
る
集
団
は
共
同
者
で
あ
る
か
ら
、
互
い
に
よ
く
観
察
し
、
病
の
生
じ
た
場
合
に
は
、
弟
子
や
決
め
ら
れ
た
比
丘
が
看
病

（
相
互
扶
助
）
す
れ
ば
、
そ
の
福
徳
は
自
分
（
釈
尊
）
を
看
る
こ
と
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
大
変
重
要
で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
、
病
の
生
じ
た
比
丘
と
関
る
こ
と
は
自
ら
の
修
行
の
妨
げ
に
し
か
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
た
サ
ン
ガ
の
比
丘
達
に
と
っ
て
、
看

病
の
福
徳
が
修
行
完
成
に
向
け
て
釈
尊
の
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
大
い
な
る
果
報
が
あ
る
と
は
、
自
己
の
価
値
観
の
一
大
転
換
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
「
病
の
比
丘
」
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
こ
こ
で
普
遍
的
な
「
看
病
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
に
置
き
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

⑪
は
「
看
病
」
に
関
す
る
釈
尊
の
テ
ー
ゼ
を
受
け
入
れ
た
集
団
に
と
っ
て
、
理
念
的
徳
目
を
よ
り
具
体
的
な
か
た
ち
Ⅱ
法
と
し
て
あ
ら

わ
す
た
め
に
必
要
な
処
置
で
あ
る
戒
律
を
定
め
る
こ
と
が
勧
奨
さ
れ
る
。
こ
れ
は
サ
ン
ガ
内
部
で
の
同
様
な
行
為
の
再
発
を
防
止
す
る
こ

こ
れ
で
一
連
の
「
病
の
比
丘
」
に
つ
い
て
の
物
語
が
完
結
す
る
。
こ
の
物
語
は
第
一
に
病
の
比
丘
個
人
に
対
す
る
釈
尊
の
介
助
活
動
、

第
二
に
サ
ン
ガ
内
部
に
対
す
る
啓
蒙
と
再
発
防
止
の
シ
ス
テ
ム
作
り
、
と
に
大
別
さ
れ
よ
う
。
第
一
の
個
人
に
対
す
る
介
助
活
動
は
、

ア
、
要
介
護
者
に
対
す
る
身
体
運
動
の
介
助

イ
、
要
介
護
者
の
生
活
環
境
を
整
え
る
介
助

ウ
、
要
介
護
者
の
精
神
状
態
を
整
え
る
介
助

と
い
う
内
容
に
分
類
さ
れ
、
現
代
的
な
意
味
で
の
介
護
を
行
う
専
門
家
の
技
術
（
介
護
福
祉
士
、
社
会
福
祉
士
、
応
用
心
理
士
な
ど
）
と

比
べ
て
も
、
そ
の
基
本
的
な
部
位
は
欠
け
て
い
な
い
。

第
二
に
つ
い
て
考
え
る
と
き
に
明
ら
か
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
サ
ン
ガ
の
捉
え
方
で
あ
ろ
う
。
こ
の
場
合
の
サ
ン
ガ
と

は
、
構
成
員
で
あ
る
比
丘
と
比
丘
尼
と
い
う
出
家
者
が
基
本
単
位
で
あ
り
、
同
じ
目
的
（
解
脱
）
を
目
指
す
個
人
の
生
活
集
合
体
で
あ
っ

と
が
目
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
特
徴
か
ら
、
サ
ン
ガ
内
の
「
看
病
」
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
が
問
題
と
な
る
。
従
来
、
仏
教
福
祉
を
語
る
場
合
に
は

「
慈
悲
」
の
思
想
か
ら
断
片
的
に
そ
の
理
念
が
説
か
れ
て
お
り
、
組
織
的
な
面
か
ら
解
釈
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
増
一
阿
含
の
記
述
を
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
と
し
て
と
ら
え
、
サ
ン
ガ
全
体
に
お
け
る
「
看
病
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
が
ど
の
よ
う
な
現
代
的

意
義
を
有
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

て
、
戒
律
Ⅱ
生
活
規
範
を
有
‐

と
定
義
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

戒
律
Ⅱ
生
活
規
範
を
有
し

サ
ン
ガ
と
は
、
閉
じ
ら
れ
た
共
同
体
で
は
な
く
、
開
か
れ
た
雑
多
な
人
間
の
集
合
体
で
あ
り
、
同
一
の
目
的
と
同
一
の
生
活
規
範
に
よ
っ

て
の
み
結
び
つ
い
て
い
た
。
構
成
員
は
、
互
い
の
過
去
を
知
ら
な
い
ま
ま
（
出
家
者
で
あ
る
か
ら
）
に
安
居
期
を
共
に
過
ご
し
、
乾
期
に

は
離
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
個
人
間
の
結
び
つ
き
は
決
し
て
強
く
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
、
釈
尊
と
自
ら
の
直
接
的
な
師

に
対
し
て
は
、
目
標
と
し
て
、
さ
ら
に
は
思
慕
と
尊
敬
に
よ
り
強
い
依
頼
心
と
連
帯
意
識
を
有
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
前
出
の
「
共

一
師
一
水
乳
」
の
文
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
集
合
体
を
、
地
域
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
の
で
は
な
い
、
ひ
と
つ
の
非
地

域
的
社
会
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。

あ
る
社
会
の
中
に
あ
っ
て
、
社
会
福
祉
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
は
三
類
型
に
分
類
さ
れ
る
。

イ
、
篤
志
家
（
身
分
上
位
者
）
の
寄
付
に
よ
る
慈
善
事
業
。

ロ
、
経
済
的
依
存
に
関
連
し
た
問
題
へ
の
組
織
活
動
。

原
始
仏
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、
特
定
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
せ
ず
、
少
人
数
の
離
合
集
散
（
安
居
と
遊
行
）
が
日
常
的
で
あ
っ
た
、

サ
ン
ガ
と
社
会
福
祉
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ハ
、
社
会
全
員
が
生
産
的
で
満
足
な
生
活
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
能
力
を
発
揮
す
る
た
め
の
専
門
的
な
援
助
サ
ー
ビ
ス
。

サ
ン
ガ
内
部
の
相
互
に
よ
る
「
看
病
」
の
シ
ス
テ
ム
作
り
は
、
こ
れ
ら
の
現
代
的
な
分
類
に
充
分
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
特
に
、

前
述
の
「
増
一
阿
含
」
の
内
容
か
ら
派
生
す
る
「
四
分
律
」
巻
四
一
、
「
五
分
律
」
巻
二
○
、
「
十
調
律
」
巻
二
八
、
「
摩
訶
僧
祇
律
」
巻

二
八
、
「
増
一
阿
含
」
巻
二
四
に
規
定
さ
れ
て
い
る
病
人
へ
の
処
し
方
で
あ
る
「
看
病
の
五
法
」
な
ど
の
細
か
な
記
述
は
、
自
然
発
生
的

な
、
い
わ
ば
向
こ
う
三
軒
両
隣
的
な
同
情
的
慈
善
で
も
な
く
、
富
め
る
も
の
か
ら
貧
し
い
も
の
へ
の
救
貧
的
な
慈
善
（
イ
、
に
該
当
）
で

も
な
く
、
現
代
の
資
本
主
義
経
済
の
産
み
落
と
し
た
弊
害
と
し
て
の
問
題
に
対
す
る
活
動
（
ロ
、
に
該
当
）
で
も
な
く
、
構
成
員
で
あ
る

比
丘
・
比
丘
尼
が
そ
れ
ぞ
れ
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
っ
て
施
せ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
ハ
、
に
も
っ
と
も
近
い
形
態
の
福
祉
的
活
動
と
い
え
る

言
．
Ｆ
国
巴
○
胃
函
昌
の
著
書
置
阜
の
の
○
。
臣
艀
吋
ぐ
胃
切
具
冨
○
号
目
冒
哩
、
且
冨
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
福
祉
お
Ｏ
ｏ
巨

貯
ご
ざ
閉
）
の
特
質
は
「
個
人
そ
の
も
の
へ
の
福
祉
に
直
接
か
か
わ
る
」
も
の
で
あ
り
、
そ
の
基
底
に
は
社
会
連
帯
意
識
か
ら
生
じ
る
困

窮
の
同
朋
を
救
わ
ね
ば
な
ら
な
い
感
情
が
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
所
見
を
か
り
る
な
ら
ば
、
原
始
仏
教
サ
ン
ガ
の
有
し
て
い
た
「
看
病
」
に
つ
い
て
の
形
態
は
、
同
一
目
的
に
よ
る
連
帯
か
ら
生
じ

る
共
同
体
か
ら
個
人
へ
施
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
考
え
ら
れ
、
現
代
的
な
社
会
福
祉
の
視
座
か
ら
も
充
分
に
納
得
で
き
る
内
容
を
備
え
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

の
で
は
な
か
ろ
う
姪

「
増
一
阿
含
経
」
巻
四
十
の
「
病
の
比
丘
」
に
関
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
現
代
の
福
祉
と
い
う
視
座
か
ら
原
始
仏
教
の
福
祉
活
動
に
つ

結
び

(J66)



い
て
考
え
る
と
、
同
一
集
合
体
の
中
で
の
相
互
扶
助
た
る
「
看
病
」
が
そ
れ
に
充
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
集
合
体
と
し
て
の
サ
ン

ガ
は
、
個
人
の
解
脱
と
い
う
目
的
と
そ
れ
を
達
成
す
る
ル
ー
ル
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
共
同
集
団
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
そ
の
ル
ー
ル
と

し
て
の
生
活
規
範
Ⅱ
戒
律
は
必
ず
個
人
に
よ
っ
て
遵
守
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
釈
尊
の
言
葉
は
そ
れ
自
体
が
自
ら
の
道
標
と
な
り
、

そ
の
中
で
促
さ
れ
た
「
看
病
」
と
い
う
相
互
扶
助
の
教
え
は
一
つ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
よ
り
福
祉
的
な
「
看
病
」
と
し
て
成
り
立
つ
。

こ
れ
は
、
現
代
的
な
社
会
福
祉
の
定
義
か
ら
も
充
分
に
評
価
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（
５
）
宮
脇
源
治
著
「
新
訂
社
会
福
祉
概
論
」
（
建
帛
社
、
平
成
６
年
）
に
よ
る
。

（
６
）
こ
の
場
合
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
は
、
い
わ
ゆ
る
小
集
団
に
お
け
る
の
○
（
の
巨
巴
目
這
○
。
。
言
○
一
）
の
意
味
で
あ
り
、
画
一
的
な
そ
れ
し
か
行
わ
な

い
よ
う
な
（
た
と
え
ば
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
寝
た
き
り
老
人
の
オ
ム
ッ
を
取
り
替
え
る
役
目
の
介
助
者
が
、
オ
ム
ッ
を
あ
て
る
前
に
排
便
誘
発
の

（
註
）

（
１
）
最
近
で
は
「
社
会
事
業
」
の
範
曜
に
あ
っ
た
も
の
が
、
「
社
会
福
祉
」
と
し
て
公
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）
「
増
一
阿
含
」
巻
四
十
に
あ
ら
わ
れ
る
「
病
比
丘
」
に
関
す
る
記
述
は
経
と
し
て
残
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
。
巻
二
十
四
の
「
看
病

の
五
法
」
の
記
述
は
、
こ
の
「
病
の
比
丘
」
の
記
述
を
源
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
３
）
「
蛸
」
は
「
仰
ぎ
見
る
」
、
「
見
下
げ
る
」
な
ど
多
様
な
見
る
行
為
を
意
味
す
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
「
看
る
」
意
味
に
解
釈
す
る
。

（
４
）
こ
の
よ
う
な
病
比
丘
に
関
す
る
因
縁
段
は
『
五
分
律
」
第
二
十
、
「
四
分
律
』
第
四
十
一
、
「
摩
訶
僧
祇
律
」
二
十
八
、
「
十
調
律
」
第
二
十
八
、

バ
ー
リ
律
三
画
高
く
■
ぬ
盟
面
‐
蹟
（
く
ヨ
９
画
国
富
百
ゞ
ぐ
○
巨
砲
弓
巴
に
同
様
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
対
照
は
藤
堂
俊
英
「
仏
教
肴
護

の
原
型
と
そ
の
基
本
」
（
水
谷
幸
正
編
『
仏
教
と
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア
」
一
九
九
六
年
、
法
蔵
館
、
二
～
二
六
頁
）
に
お
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
諸
本
に
共
通
す
る
看
護
内
容
を
網
羅
的
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
増
一
阿
含
の
内
容
に
関
し
て
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
い
わ
ゆ
る
律
の
外
に
あ
る
も
の
な
の
で
、
因
縁
段
と
し
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
も
、
サ
ン
ガ
に
対
す
る
実
効
性
に
乏
し
い
も
の
と
し
て
見

な
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

原
始
仏
教
の
福
祉
行
動
に
関
す
る
原
典
研
究
ノ
ー
ト
（
池
上
）
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た
め
に
ベ
ッ
ド
を
起
こ
し
い
き
ま
せ
る
訓
練
を
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
、
ホ
ー
ム
の
管
理
者
や
行
政
の
調
査
官
な
ど
が
余
分
な
行
為
と
と
ら
え
る

事
例
）
も
の
で
は
な
い
。
原
始
仏
教
サ
ン
ガ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
た
行
為
は
「
過
度
」
や
「
過
少
」
を
防
ぐ
た
め
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
自
立
へ
向
か
う
積
極
的
態
度
は
助
長
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(I68)


